沖建協発第  109 号

平成20年9月12日

会 員 各 位

社団法人　沖縄県建設業協会

会　長　　呉　屋　守　將

（公 印 省 略）    

建築確認問題に関する影響調査について（お願い）

謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。

さて、昨年６月に改正建築基準法が施行されましたが、これに伴い、建築確認手続の遅延や建築着工の大幅減少等、様々な影響が生じております。

こうした事態を受け、国土交通省では県外の構造設計者を紹介する体制の整備や図書省略制度の導入等の対策を講じておりますが、建築確認件数の回復が足踏み状態となっております。

本会では、これまで建築確認・検査業務が迅速かつ適正に処理されるよう県への要請を行なって参りましたが、再度、最近の建築確認の状況を調査し、改善に向けた取り組みの検討に資するためアンケート調査を実施することといたしました。

つきましては、ご多忙の所、誠に恐縮に存じますが、主旨ご理解の上、調査実施にご協力を賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。

敬具

記

回答期限：平成20年9月19日（金）

回答方法：メール又はFAX

　　　　       　

送 付 先：社団法人沖縄県建設業協会 業務課　担当：山入端
                  Email: member@okikenkyo.or.jp
TEL098-876-5211  FAX098-870-4565


建築確認問題に関する影響調査

会 社 名：　　　　　　　　     　　　　　  担当者名；　    　　　　　　
問１ 現時点において、貴社で改正建築基準法の影響がありますか。（ひとつ○を記入）

	１．大きな影響がある
２．多少は影響がある
３．影響はなくなった
４．もともと影響はない


       上記の質問で「影響がある」と回答された場合は、現在、どのような影響があるかお書き下さい。

	


問２ 現時点において、建築確認の審査にどのくらいの期間を要しましたか。規模構造用途等についてもご記入下さい。

※同じ期間内に件数が複数ある場合は、規模構造用途については大きい工事をお書き下さい。

	審査期間
	件 数
	規 模
	構 造
	用 途

	２ヶ月以内
	
	
	
	

	３ヶ月
	
	
	
	

	４ヶ月
	
	
	
	

	５ヶ月
	
	
	
	

	６ヶ月
	
	
	
	

	その他

(　　ヶ月以上)
	
	
	
	


問３ 貴社で受注した工事で建築確認手続きの遅れにより現時点において、未着工となっている工事がありますか。(○を記入)

１．ある           ２．ない

上記の質問で「ある」と回答された場合は、下記の問いをお答え下さい。
① 現時点での未着工となっている工事件数

	民  間
	公 共

	件 
	件 


② 未着工となっている工事の契約後から現時点までの期間をお答え下さい。
 ※同じ期間内に件数が複数ある場合は、規模構造用途については大きい工事をお書き下さい。

	期  間
	件 数
	規 模
	構 造
	用 途

	２ヶ月以内
	
	
	
	

	３ヶ月
	
	
	
	

	４ヶ月
	
	
	
	

	５ヶ月
	
	
	
	

	６ヶ月
	
	
	
	

	その他

(　　ヶ月以上)
	
	
	
	


 ③ 建築確認手続きが遅れている理由についてお答え下さい。（複数回答可）

    １．構造設計技術者の不足により構造設計に時間を要している

    ２．受託する構造計算事務所が少なく時間を要している

    ３．指定確認検査機関で審査に時間を要している

    ４．指定構造計算適合性判定機関で審査に時間を要している

    ５．その他

建築確認手続きが遅れている理由、影響、問題点などがあればお書き下さい。

	


問４ これまで建築確認手続きの遅れで中止となった工事がありますか。

(○を記入)
 １．ある         ２．ない

上記の質問で「ある」と回答された場合は、下記の問いをお答え下さい。
① これまで中止となった工事件数

	民  間
	公 共

	件 
	件 


工事中止による影響、問題点などがあればお書き下さい。

	


問５ 国土交通省が様々な対策を講じておりますが、さらなる対策は必要と思いますか。
（ひとつ○を記入）
	１．新たな対策は必要ない
２．さらなる対策を実施し、改正建築基準法の運用を柔軟にすべき
３．改正建築基準法を再改正し、抜本的な制度見直しが必要
４．その他（改正建築基準法の改善策があればお書き下さい）


問６ その他、要望事項、問題点等があればお書き下さい。
	


ご協力有難うございました。













FAX送付先098-870-4565








